
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

19
）

は
、
今
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
接
触
を
減
ら
す

い
く
つ
か
の
施
策
は
、
感
染
の
抑
制
に
一
定
の
成

果
を
上
げ
ま
し
た
が
、
同
時
に
地
域
で
孤
立
し
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
も
生
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
感
染
拡
大
の
防
止
は
当
然
と
し
て
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
を
私
た
ち

は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
実
現
す
る
新
し
い
取
り
組
み
を
目
に
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
社
会
福
祉
法
人
が
行
う

安
否
確
認
な
ど
は
そ
の
一
例
で
す
。
ま
た
、
在
宅

勤
務
の
普
及
に
よ
り
、
多
様
な
働
き
方
を
実
現
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

働
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
人
の
就
業
機
会
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

　

も
と
も
と
、
地
域
社
会
に
は
こ
の
よ
う
に
人
と

人
が
結
び
つ
き
助
け
あ
う
意
志
が
備
わ
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
そ

の
意
志
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
会
福

祉
法
人
み
な
と
寮
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
を
全
力

で
支
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
支
え
る

理
事
長　

大
西
豊
美
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「プリセプターとして指導することで自分
自身の業務を振り返り、見つめ直す良い
機会となりました。」

救護施設みなと寮
プリセプター 入社 7年目　山下　勇輝

「プリセプターとして細かい所まで指導
する為再度業務内容を確認する事がで
きました。」

救護施設みなと寮
プリセプター 入社 7年目　門林　諒真

「分からない事や不安な事を相談・聞きやすい環
境で、私にとって嬉しい制度でした。何故この
業務が必要なのか等自分で考え共有し合えた事
で、仕事への理解を深めることができました。」
　救護施設みなと寮

プリセプティ　宮元　海飛

「初めてのプリセプターで、先輩 ( プリセ
プター ) 職員に助言をいただきながらで
したが、自分自身の振り返りにもなり、
良い経験となりました。」
救護施設みなと寮
プリセプター 入社4 年目　石野　修

「石野さんが何でも相談しやすい雰囲気
を作って下さったので、心配なく業務に
取り組めました。」

　救護施設みなと寮
プリセプティ　田浦　守

「私自身まだまだ未熟な点が目立つので、
一緒に成長できればと思います。」

特別養護老人ホーム愛港園
プリセプター 入社 3 年目　宇野　朱音

「未経験でしたが宇野先輩がとてもわか
りやすく教えてくださいます。」

　特別養護老人ホーム愛港園
プリセプティ　長澤　春子

「自分自身も教えることで共に学び、成
長することが出来ました。私も含め、今
後も学ぶ姿勢を大事にしていければと思
います。」
特別養護老人ホーム愛港園
プリセプター 入社4 年目　島内　洋樹

「先輩の指導のおかげで仕事を覚えられ
るようになりました。今後も精進しま
す。」

　特別養護老人ホーム愛港園
プリセプティ　野間　友義

「初めてのプリセプターでしたが、教えな
がら自分も振りかえる事ができるいい機
会だと感じています。」

特別養護老人ホーム愛港園
プリセプター 入社 6年目　村橋 ちひろ

「不安なことや分からないことを丁寧に教えてくだ
さいます。出来たこともちゃんと評価して頂けるの
でやり甲斐を感じながら仕事ができています。初
心を忘れず、これからも日々勉強し、頑張ります。」
　特別養護老人ホーム愛港園

プリセプティ　梅本　詩穂

「これから大変な事やしんどい事もある
かと思いますが、初心を忘れずに頑張っ
て頂ければと思います。」

弘済院第1特別養護老人ホーム
プリセプター 入社 6 年目　多田　直人

「最初は仕事に慣れるか不安でしたが先輩方の
サポートやアドバイスもあり、少しずつ慣れて
いく事が出来ました。これからも学んだ知識
を活かして日々頑張っていきたいと思います。」
　弘済院第1特別養護老人ホーム

プリセプティ　鯉住　史也

「今後も自分のペースを崩さず、一歩ず
つステップアップしていく事を期待して
います。」

弘済院第1特別養護老人ホーム
プリセプター 入社 8年目　段野 沙緒里

「ご利用者様がより良い生活を送って頂
けるように、今後も努力して参ります。」

　弘済院第1特別養護老人ホーム
プリセプティ　福井　仁平

「業務は、プリセプターの方とマンツーマンとなって
頂き、安心できるサポート体制がある上、主任とプ
リセプターの方との三者面談も月末にありました。
１ヶ月間のフィードバックや不安や疑問に思った事
を解消して頂けたこと、とても感謝しております。」
　救護施設みなと寮

プリセプティ　宇都　大誠

無
料
定
額
宿
泊
所
運
営
開
始

南
千
里
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

令
和
２
年
８
月
１
日
よ
り
無
料
低
額
宿
泊
所
（
日
常
生
活
支
援
住
居

施
設
）
の
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
民
間
賃
貸
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
上
げ
、
定
員
15
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
常

生
活
支
援
住
居
施
設
の
モ
デ
ル
的
な
事
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

入
居
者
は
、
単
独
で
居
宅
生
活
す
る
た
め
に
、
な
ん
ら
か
の
支
援
が

必
要
な
要
保
護
者
・
生
活
困
窮
者
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
は
「
今
後
は
施
設
保
護
か
居

宅
保
護
か
迷
う
方
に
こ
ち
ら
を
紹
介
し
た
い
。
一
定
期
間
生
活
状
況
を

確
認
し
た
上
で
、
そ
の
人
に
適
切
な
支
援
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、
両
足
に
障
が
い
が
あ
り
単
独
外
出
が

困
難
な
女
性
で
、
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
生
活
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
買
い
物
支
援
や
最
初
の
１
か
月
は
食
事
支
援
（
救
護
施
設

千
里
寮
で
作
っ
た
お
弁
当
の
提
供
）
も
行
い
ま
し
た
。

　

同
じ
建
物
に
、
居
住
支
援
事
業
と
救
護
施
設
地
域
移
行
定
着
支
援
事

業
な
ど
の
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
当
法
人
が
運
営
す

る
事
業
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
地
域
の
要
保
護

者
・
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
重
層
的
な
自
立
支
援
を
提
供
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
「
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
施
設

を
目
指
し
ま
す
。

救
護
施
設
み
な
と
寮

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
港
園

弘
済
院
第
１
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

みなと寮では、新任職員のＯＪＴにプリセプター制度を導入しています。
4月から半年間のプリセプター期間を終えて、今の想いを聞いてみました。



コロナに負けず  笑顔で支援
コロナ禍でも、利用者の安全・安心の確保と笑顔で過ごせる環境作りに、日々取り組んでいます。

現場の生活支援員に、施設の状況や利用者支援について聞いてみました。

介護保険事業部
特別養護老人ホーム第２愛港園　
生活支援員　川口　唯
（入社3年目）

現在、感染者はでていません。利用者様の安全を第一に考え、
ご家族の面会をご遠慮いただいています。少しでもご家族とお
話する機会を提供できるようオンライン面会できる環境を整備
しています。

職員は毎日検温を欠かさずに行っています。また、平時以上に
施設内の消毒を徹底し、こまめな換気を行っています。利用者
様にも１日３回検温をしていただいています。

ご家族との面会や外出が制限され、ストレスを感じておられる
方がいました。
他の利用者様に当たったりする方もおられ、ご家族と過ごす時
間がなくなったご不安や寂しさが窺えました。

その方の話に耳を傾け、さらに日中活動で気分転換を図っても
らいました。施設のバルコニーで一緒に景色を見たり、夕焼け
空を眺めながらお話をしたり、いつものリハビリ訓練を、場所
を変えて行ってみたりもしました。こうした取り組みの結果、
少しずつですが笑顔も増えてきたように感じました。

引き続き、利用者様の安全・安心を第一に考えて支援したいと
思います。利用者様が楽しみにしている行事は密にならないよ
う工夫して開催したいと思います。暮らしていて楽しいと思っ
ていただける施設を目指して、環境作りをしていきたいと思い
ます。

生活福祉事業部
救護施設　千里寮　
生活支援員　香川 菜摘
（入社5年目）

現在は、感染者はでていません。利用者様の安全を考え、外出
制限を行っている状態です。

３密を避ける取り組みとしては、まず食事に関して、食事席を
減らして密集を避け、食事テーブルにはアクリル板を設置しま
した。利用者様が食堂に来られる際は、必ず消毒専用の職員を
配置しています。入浴に関しては、数名ずつ誘導すること、浴
室の脱衣棚の使用数を減らすことで、密接、密集を避けるよう
にしています。

やはり、不安に感じられている方が多いです。実際、地域移行
の具体的な話が進んでいた利用者様においては、コロナの影響
で移行予定先のグループホーム見学が延期になり、移行できな
くなるのではと不安になられる方もいました。

定例面談以外にも、表情が沈んでいる時には、適宜声かけし、
お話を聞くことで不安な気持ちに寄り添ってきました。

例年、利用者様が楽しみにされている千里祭を、今年も 10 月
10 日に開催しました。はじめはこの状況での中止もやむを得な
いと考えていましたが、やはり利用者様に喜んでいただけるよ
うに、開催を決めました。例年は地域の方もお招きして盛大に
行いますが、今年は規模を縮小して行いました。
具体的には、店舗数を減らし店舗の間隔を空ける、動線を一方
通行にし、人同士が入り乱れないようにするなどの工夫を行い
ました。「今年も千里祭楽しかった」というお声を利用者様から
いただき、うれしかったです。

アイスクリームレクリエーション （弘済院） オンライン面会の様子

敬老会　長寿行きの汽車が走る（愛港園） 敬老祝賀会 　いつまでもお元気で （弘済院）

食事席にアクリル板を 入浴時　３密を避けて…


